
ライセンスの管理

CiscoCrossworkPlanningは、シスコスマートライセンスをサポートしています。CiscoCrosswork
Planningのすべての機能を使用するには、ライセンスが必要です。ライセンスの取得について
質問がある場合は、シスコのサポート担当者またはシステム管理者にお問い合わせください。

この章は次のトピックで構成されています。

•シスコスマートライセンシングの概要（1ページ）
•ワークフロー：スマートライセンシングの設定（2ページ）
• Cisco Crosswork PlanningとCSSM間のトランスポートモードの設定（2ページ）
•トークンを介した Cisco Crosswork Planningの登録（4ページ）
•オフライン予約による Cisco Crosswork Planningの登録（8ページ）
•ライセンス数の更新（11ページ）
•ライセンス認証ステータス（13ページ）

シスコスマートライセンシングの概要
シスコスマートライセンシングは、シスコポートフォリオ全体および組織全体でソフトウェ

アをより簡単かつ迅速に一貫して購入および管理できる柔軟なライセンスモデルです。また、

これは安全です。ユーザーがアクセスできるものを制御できます。スマートライセンスを使用

すると、次のことが可能になります。

•簡単なアクティベーション：スマートライセンスは、組織全体で使用できるソフトウェア
ライセンスのプールを確立します。PAK（製品アクティベーションキー）は不要です。

•管理の統合：My Cisco Entitlements（MCE）は、使いやすいポータルですべてのシスコ製
品とサービスの完全なビューを提供するので、取得したもの、使用しているものを常に把

握できます。

•ライセンスの柔軟性：ソフトウェアはハードウェアにノードロックされていないため、必
要に応じてライセンスを簡単に使用および転送できます。
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ワークフロー：スマートライセンシングの設定
Cisco Smart Licensingの設定手順の概要は次のとおりです。

表 1 :スマートライセンシング設定のワークフロー

操作手順

「Smart Account Request」に移動し、Webサイト
の指示に従います。

1. Cisco Software Central
（software.cisco.com）でスマートアカウン
トを設定します。

Cisco Crosswork PlanningとCSSM間のトランス
ポートモードの設定（2ページ）。

2.（オプション）転送設定を構成します。

参照先：

•トークンを介した Cisco Crosswork Planning
の登録（4ページ）

•オフライン予約による Cisco Crosswork
Planningの登録（8ページ）

3.Cisco Crosswork Planningを Cisco Smart
Software Manager（CSSM）に登録します。

Ciscoスマートアカウントは、スマート対応製品のリポジトリを提供し、シスコライセンスの
有効化、ライセンスの使用状況の監視、およびシスコ製品購入の追跡を可能にします。Cisco
Smart Software Manage（CSSM）を使用すると、一元化された 1つのWebサイトから Cisco
スマートソフトウェアのすべてのライセンスを管理できます。Cisco Smart Software Managerで
は、ライセンスを管理するためにスマートアカウント内で複数のバーチャルアカウントを作成

および管理できます。シスコライセンスの詳細については、cisco.com/go/licensingguideを参照
してください。

Cisco Crosswork Planning UIのメインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。
[スマートライセンス（Smart License）]ページが開きます。このページで、Cisco Crosswork
Planningの登録、トランスポート設定の編集、ライセンスの更新、アプリケーションの登録解
除を行うことができます。

Cisco Crosswork PlanningとCSSM間のトランスポートモー
ドの設定

トランスポート設定を構成して、Cisco Crosswork PlanningのCSSMとの通信方法を決定できま
す。

• [直接（Direct）]：Cisco Crosswork PlanningはCSSMに直接接続します。
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• [トランスポートゲートウェイ（Transport Gateway）]：CiscoCrosswork Planningは、トラン
スポートゲートウェイ、またはクラウドベースとユーザーエクスペリエンスが同じながら

もオンプレミスにすべての通信を保持するCSSMオンプレミスオプションを介して通信し
ます。CSSMオンプレミスオプションの詳細については、『Smart SoftwareManager guide』
を参照してください。

Cisco Crosswork Planningは SmartTransport URLのみをサポートし
ます。URLの形式は http://<SSM-ONPREM-IP>/SmartTransportで
す。

（注）

• [HTTP/HTTPSプロキシ（HTTP/HTTPS Proxy）]：Cisco Crosswork Planningは、プロキシが
設定されている場合、設定されたプロキシを介してダイレクトモードエンドポイントと通

信します。

トランスポート設定は、Cisco Crosswork Planning製品が登録済みモードになっている間は変更
できません。変更するには登録を解除する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。[スマートライセンス（Smart License）]
ページが開きます。

ステップ 2 [トランスポート設定（Transport settings）]フィールドに、現在選択されているトランスポートモードが表
示されます。変更するには、 [表示/編集（View /Edit）]をクリックします。[トランスポート設定（Transport
settings）]ダイアログボックスが表示されます。

図 1 : [トランスポート設定（Transport Settings）]ダイアログボックス
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ステップ 3 関連するトランスポートモードを選択し、表示されたフィールドに関連するエントリを入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

トークンを介した Cisco Crosswork Planningの登録
ライセンス機能を有効にするには、登録 IDトークンを使用して Cisco Crosswork Planningアプ
リケーションを CSSMに登録する必要があります。登録されると、ID証明書はスマートアカ
ウントに安全に保存され、進行中のすべての通信に使用されます。証明書は 1年間有効で、6
ヵ月後に自動的に更新されて継続的な運用が保証されます。

登録トークンの生成については、Cisco Software CentralのWebページで提供されているサポー
トリソースを参照してください。

（注）

始める前に

スマートアカウントがあることを確認します。ない場合、「SmartAccountRequest」に移動し、
Webサイトの指示に従います。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。登録ステータスとライセンス認証ステー
タスは、それぞれ [未登録（Unregistered）]と [評価（Evaluation）]モードになります。
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図 2 :スマートソフトウェアライセンスの未登録の例

ステップ 2 上部の [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]情報ボックスで、[登録
（Register）]をクリックします。

[スマートソフトウェアライセンス製品の登録（Smart Software Licensing Product Registration）]ダイアログ
ボックスが表示されます。
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図 3 : [スマートソフトウェアライセンシング製品登録（Smart Software Licensing Product Registration）]ダイアログボックス

ステップ 3 [製品インスタンス登録トークン（Product instance registration token）]フィールドに、スマートアカウント
から生成された登録トークンを入力します。トークン IDが正確で、有効期間内であることを確認します。

ステップ 4 （オプション）アプリケーションを再登録する場合は、[すでに登録されている場合はこの製品を再登録し
ます（Re-register this product registration if is already registered）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [登録（Register）]をクリックします。登録の処理には数分かかる場合があります。成功すると、「製品登
録が正常に完了しました（Product Registration completed successfully）」というメッセージが表示されます。

登録ステータスとライセンス認証ステータスは、それぞれ [登録済み（Registered）]と [承認済み
（Authorized）]に更新されます。

（注）

•要求が成功するまでに少なくとも 20秒かかります。最初の 20秒以内にバックエンドから正しい応答
が得られない場合、UIは最大 5分間、10秒ごとにチェックを続けます。5分経過しても応答が得られ
ない場合は、一般的なエラーメッセージが表示されます。
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•登録エラー（「通信送信エラー」や「ライセンスクラウドからの無効な応答」など）が発生した場合は、しばら
く待ってから登録を再試行してください。複数回試行してもエラーが続く場合は、シスコカスタマー

エクスペリエンスチームにお問い合わせください。

•場合によっては、登録が成功した後に更新されたステータスを表示するには、ページを手動で更新す
る必要があります。

ライセンスアクションの手動での実行

Cisco Crosswork Planningに対して、登録および認証の更新はデフォルトで自動的に有効になっ
ています。ただし、アプリケーションとシスコサーバー間の通信障害が発生した場合は、これ

らのアクションを手動で開始できます。[アクション（Actions）]ドロップダウンボタンを使用
して、アプリケーションを手動で更新、再登録、および登録解除できます。

始める前に

アプリケーションが登録済みモードであることを確認します。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。[スマートライセンス（Smart License）]
ページが表示されます。

ステップ 2 [アクション（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、次のクイックアクションに関連するオプショ
ンを選択します。

a) [アクション（Actions）] > [認証の更新（Renew Authorization）]：30日の終わりに自動更新サービス
が失敗した場合に手動で認証を更新します。

b) [アクション（Actions）]> [登録の更新（Renew Registration）]：6か月の終わりに自動更新サービスが
失敗した場合に手動で登録を更新します。

c) [アクション（Actions）] > [再登録（Re-register）]：登録トークンの期限切れなどの理由で、アプリ
ケーションを再登録します。

d) [アクション（Actions）] > [登録解除（De-register）]：トランスポート設定を変更する必要があるなど
の場合に、アプリケーションの登録を解除します。

（注）

登録が解除されると、アプリケーションは [評価（Evaluation）]モード（評価期間がある場合）または
[評価期限切れ（EvaluationExpired）]モードに移行します。詳細については、ライセンス認証ステータ
ス（13ページ）を参照してください。
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オフライン予約による Cisco Crosswork Planningの登録
スマートライセンスが使用されている場合、Cisco Crosswork Planningは使用状況情報を CSSM
と定期的に共有します。CSSMに定期的に接続したくない場合は、Cisco Smart Licensingにオ
フライン予約のオプションが用意されています。

始める前に

スマートアカウントがあることを確認します。ない場合、「SmartAccountRequest」に移動し、
Webサイトの指示に従います。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。

ステップ 2 上部の [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]情報ボックスで、[登録
（Register）]をクリックします。

[スマートソフトウェアライセンス製品の登録（Smart Software Licensing Product Registration）]ダイアロ
グボックスが表示されます。

ステップ 3 [予約済みライセンスで登録（Register via reserved license）]オプションを選択します。
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図 4 : [スマートソフトウェアライセンシング製品登録（Smart Software Licensing Product Registration）]ダイアログボックス

ステップ 4 [予約コード（Reservation code）]セクションの下にある [生成（Generate）]ボタンをクリックします。予
約要求コードが生成され、テキストフィールドに入力されます。[コピー（Copy）]ボタンを使用してこ
のコードをコピーします。

ステップ 5 CSSMに移動し、適切なバーチャルアカウントを選択します。

ステップ 6 [ライセンス（Licenses）]タブをクリックし、[ライセンス予約（License Reservation）]をクリックしま
す。手順 3で生成した予約要求コードを貼り付けて、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ライセンスの選択（Select Licenses）]ページで、必要な予約のタイプを選択します。次に、[Next]をク
リックします。

ステップ 8 [レビューと確認（Review and Confirm）]ページで [認証コードの生成（Generate Authorization Code）]を
クリックします。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]ボタンを使用してコードをコピーしま
す。

ステップ 9 Cisco Crosswork Planning UIの [スマートソフトウェアライセンス製品の登録（Smart Software Licensing
Product Registration）]ページに戻ります。[認証コードを貼り付ける（Paste authorisation code）]オプショ
ンボタンを選択して、テキストフィールドに承認コードを貼り付けます。
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ステップ 10 [登録（Register）]をクリックします。登録の処理には数分かかる場合があります。

登録ステータスとライセンス認証ステータスは、それぞれ [登録済み（Registered）]と [承認済み
（Authorized）]に更新されます。

オフライン予約の更新

[予約の更新（Update Reservation）]オプションを使用して、オフライン予約で予約されたライ
センス数を更新します。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。製品インスタンス名を書き留めます（[ス
マートソフトウェアライセンシングのステータス（SmartSoftwareLicensingStatus）]セクションにありま
す）。

ステップ 2 CSSMに移動し、適切なバーチャルアカウントを選択します。

ステップ 3 [製品インスタンス名（Product Instance Name）]に一致する製品インスタンスの名前をクリックします。

ステップ 4 この製品インスタンスに対応する [アクション（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[予約の
更新（Update Reservation）]を選択します。

ステップ 5 [ライセンスの選択（Select Licenses）]画面で、[特定のライセンス予約（Reserve a Specific License）]オ
プションボタンを選択し、リストから必要なライセンスの数を更新して、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 6 [レビューと確認（Review and Confirm）]ページで [認証コードの生成（Generate Authorization Code）]を
クリックします。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]ボタンを使用してコードをコピーしま
す。

ステップ 7 Cisco Crosswork Planning UIの [スマートライセンス（Smart License）]ページに戻ります。[アクション
（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[予約の更新（Update Reservation）]を選択します。前
の手順で生成した認証コードを貼り付け、[更新（Update）]をクリックします。

確認コードが生成されます。[スマートソフトウェアライセンシングのステータス（SmartSoftwareLicensing
Status）]セクションで確認できます。このコードをコピーします。

ステップ 8 CSSMに戻ります。必要な製品インスタンス名をクリックします。

ステップ 9 [アクション（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[確認コードの入力（Enter Confirmation
Code）]を選択します。

ステップ 10 手順 7で生成された予約確認コードを入力/貼り付けて、[OK]をクリックします。

ライセンス数は、Cisco Crosswork Planning UIの [スマートライセンス（Smart License）]ページで更新さ
れます。

ライセンスの管理

10

ライセンスの管理

オフライン予約の更新



オフライン予約の無効化

[予約の返却（Return Reservation）]オプションを使用して、予約済みのライセンスをリリース
します。ライセンスがリリースされると、アプリケーションは [評価（Evaluation）]モード（評
価期間がある場合）または [評価期限切れ（Evaluation Expired）]モードに移行します。詳細に
ついては、ライセンス認証ステータス（13ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。製品インスタンス名を書き留めます（[ス
マートソフトウェアライセンシングのステータス（Smart Software Licensing Status）]セクションにありま
す）。

ステップ 2 [アクション（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[予約の返却（Return Reservation）]を選択
します。

ステップ 3 [予約の返却の確認（Confirm Return Reservation）]ウィンドウで、[確認（Confirm）]をクリックします。

リリースコード（予約リターンコード）が生成されます。[コピー（Copy）]ボタンを使用してこのコード
をコピーします。

ステップ 4 CSSMに移動し、適切なバーチャルアカウントを選択します。

ステップ 5 [製品インスタンス名（Product Instance Name）]に一致する製品インスタンスの名前をクリックします。

ステップ 6 この製品インスタンスに対応する [アクション（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[削除
（Remove）]を選択します。

ステップ 7 [予約の削除（Remove Reservation）]ポップアップで、手順 3で生成した予約リターンコードを貼り付け、
[予約の削除（Remove Reservation）]をクリックします。

Cisco Crosswork Planning UIの [スマートライセンス（Smart License）]ページで、登録ステータスが [未登
録（Unregistered）]に更新されます。

ステップ 8 Cisco Crosswork Planning UIで [スマートライセンス（Smart License）]ページに戻ります。[アクション
（Actions）]ドロップダウンボタンをクリックし、[ライセンス予約の無効化（DisableLicenseReservation）]
を選択します。

ライセンス数の更新
Cisco Crosswork Planningでは、要件に応じて使用するライセンスの数を入力できます。バー
チャルアカウントに十分な数のライセンスがあることを確認します。ライセンス数が不足して

いると、コンプライアンス違反となります。

Cisco Crosswork Planning Designアプリケーションの各ツールが正しく機能するには、適切な数
のライセンスが必要です。ライセンス数を更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 メインメニューから、[ライセンス（Licensing）]を選択します。

ステップ 2 [ライセンスの使用状況（License usage）]セクションで、[ライセンス数の更新（Update license count）]を
クリックします。

[ライセンス数の更新（Update License Count）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [変更後の数（Modified count）]列に必要なライセンス数を入力します。

図 5 :ライセンス数の更新

Cisco Crosswork Planningには、3種類のライセンスがあります。

• CP_RTM_ESS：1つのライセンスを使用するか、ネットワーク内のノード数と同じ数のライセンスを
使用するかを選択できます。Cisco Crosswork Planning Collectorアプリケーションは、使用可能なライ
センスが 1つしかない場合でも機能します。ただし、Cisco Crosswork Planning Designアプリケーショ
ンの場合、カウントはネットワーク内のノード数と一致する必要があります。これは、ツールとイニ

シャライザが正しく機能するために必要です。

• CP_RTU_ESS：カウントを 1にして、Cisco Crosswork Planning Collectorと Designの両方のアプリケー
ションを正しく機能させることができます。

• CP_RTU_ADV：カウントを 1にして、Cisco Crosswork Planning CollectorとDesignの両方のアプリケー
ションを正しく機能させることができます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ライセンスの管理
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ライセンス認証ステータス
登録ステータスに基づいて、次のライセンス認証ステータスが表示されます。

表 2 :ライセンス認証ステータス

説明ライセンス認証ス

テータス

登録ステータス

アプリケーションのライセンス機能を自由に使用でき

る 90日の評価期間。この状態は、アプリケーションを
初めて使用するときに開始されます。

評価モード

（Evaluation
mode）

未登録

評価期間の終了時にアプリケーションが正常に登録さ

れませんでした。この状態の間、アプリケーション機

能は無効になります。アプリケーションを使用し続け

るには、登録する必要があります。

評価期限切れ

（Evaluation
Expired）

アプリケーションは、アイデンティティ証明書の有効

期限が切れる前に CSSMに接続できず、未登録状態に
戻りました。残りの評価期間がある場合、アプリケー

ションは再開します。この段階では、アプリケーショ

ンを再登録するために新しい登録 IDトークンが必要で
す。

登録期限切れ

（Registered
Expires）

アプリケーションは、予約済みのライセンス機能の使

用を完全に許可されています。認証は 30日ごとに自動
的に更新されます。

承認済み（準拠

）（Authorized (In
Compliance)）

登録済み

アプリケーションの現在の機能を使用するために予約

できる十分なライセンスが関連付けられたバーチャル

アカウントにありません。アプリケーションを引き続

き使用するには、トークンに登録されている権限/使用
制限を更新する必要があります。

コンプライアンス

違反（Out of
Compliance）

アプリケーションが 90日以上CSSMと通信できず、認
証の有効期限が切れています。

認証が期限切れ

（Authorization
Expired）

ライセンスの管理
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


